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大学DX勉強会パート２
DX推進の中心となる人材

香川大学におけるDX推進人材育成の取り組み

香川大学 情報化推進統合拠点 DX推進研究センター
情報部情報企画課 課⻑補佐
武田 啓之
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0. 自己紹介

2

武田 啓之（たけだ ひろゆき）
香川大学 情報部 情報企画課 課⻑補佐

関⻄の私大⽂系学部を卒業後，香川大学の事務職員

法人化後の１期⽣として人事系（７年），⾼専事務（３年）、
企画系（４年）などの業務を担当

今年で大学職員１9年目です︕

新学科設置新学科設置人事評価システム構築人事評価システム構築

2021年4月からDX担当に︕3年目です。
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⼀般社団法人情報サービス産業協会︓REBOK-DX Vol.1 デジタルトランスフォーメーション(DX) の現状と動向
https://www.jisa.or.jp/Portals/0/report/29-J006REBOK-DX1.pdf

デザイン思考は，DXを実現する技術として注目

•ユーザが潜在的に求めている価値観等を追求することで得られた抽象的なアイデアから，実現可能な
プランに落ち仕込み，全く新しい価値を⽣み出す思考プロセス

デザイン思考

•ユーザなどのステークホルダーが問題の発⾒と解決に参画することにより新たな洞察， 問題の発⾒，
より良い解決⽅法の創出を図ること

共創

•データからユーザの⾏動モデルや機器の動作モデルなどを推定し，これまで仮説として考えられな
かったユーザの存在や⾏動，機器の動作を明らかにするアプローチ

データ駆動

•ビジネスモデルを設計し，革新する技術

Business Model Innovation（BMI）

★DX実現技術

1. はじめに（DX実現技術）
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1. はじめに（香川大学創造工学部）
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創造工学部の人材育成像

「次世代型工学系人材」の育成を目指す︕

これまで
「技術開発」で「ものづくり」をおこなう人材を育成

今後
「未体験の価値」を⽣み出せる人材の育成

＝「次世代型工学系人材」
●次世代型工学系人材がもつべき５つの素養
・数理基礎⼒
・コミュニケーション⼒
・地域を理解し，地域と協働して価値の創造をおこなう⼒
・デザイン思考能⼒
・リスクマネジメント能⼒

★香川大学創造工学部
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デザイン思考に基づいて香川大学のDXを推進
6

図 香川大学のデザイン思考プロセス

★デザイン思考
【基本的な考え⽅】

・ユーザー中心
・チームメンバーやユーザーとのコミュニケーションを重視
・「試作 → テスト → 改善」を繰り返す
・問題解決の⽅法は１つではなくてよい

業務システム内製開発
業務改善アイデアソン

業務UX調査

業務システム開発ハンズオン

1. はじめに（デザイン思考教育）
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1. はじめに（DX推進体制）

教職学協働で組織的に取り組みが実施できる体制を構築

たぬき
うどん

きつね
うどん

しっぽく
うどん

かまたま
うどん

プロジェク
ト支援

DXラボ
開発統括

学⽣⽣活DX
プロジェクト

人事DX
プロジェクト

総務DX
プロジェクト

研究DX
プロジェクト

就職支援DX
プロジェクト

地域連携DX
プロジェクト

教育DX
プロジェクト

DXプロジェクト

DXラボ

CDO
デジタル化
統括責任者

CDO補佐

アンバダー
統括

プロジェク
ト統括

開発技術
統括

開発技術支
援

各プロジェクトへの参画

株式会社
リコー

日本マイクロ
ソフト

株式会社

開発支援・技術支援企業

デジタルワン
アンバサダー内製開発の

技術支援
内製開発の

プロジェクト支援
職員のDX推進を支援

内製開発に必要な人員及び技術支援

内製開発チーム

図︓プロジェクトの実施体制
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業務システム
内製開発

業務UX調査

上司や先輩が残っていると帰りにくい�

縦割りで業務知識が分散している�

業務改善アイデアソン

システム開発/データ分析
ハンズオン

自分たちで開発できそうだぞ︕

学内にアジャイル開発体制を構築

業務UX調査

業務改善アイデアソン

業務システム内製開発

業務データ分析

システム開発/データ分析ハンズオン

業務の抱える課題をユーザの視点で調査

業務を改善するアイデアを創出

業務システムを内製で開発

業務システムで得られたデータを分析

業務システムを開発できるスキルを獲得
業務データ分析

データに基づく大学経営︕
自分達が本当に欲しいシステムが開発できる︕

デザイン思考，共創，BMI

デザイン思考，共創

デザイン思考，共創，データ駆動

データ駆動，BMI

デザイン思考，共創，データ駆動，BMI

1. はじめに（DXラボの活動）
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図 大学等におけるクラウドサービス
利⽤シンポジウムハンズオン 図 システム開発ハンズオン

DXラボを中心にハンズオンを実施

1. はじめに（システム開発ハンズオンの実施）

★システム開発/データ分析ハンズオン
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DXを推進するモチベーションを⾼める効果が期待

Microsoft365およびMicrosoft Power Platformを⽤いて，
今後，自分もアプリ開発できそうだと思いましたか︖

5

13

2

1
1

とても思う ややそう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない

その他

16

5

ある ない

セミナーを通じて，ご自身の業務改善やご自身の所属部局の
業務改善のために開発してみたいアプリはありますか︖

1. はじめに（ハンズオンによる効果）
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1. はじめに（応⽤基礎層とリテラシー層の育成）

11

●ユーザ主導によるシステム開発（フュージョン開発）

図 フュージョン開発

エキス

パート層

応⽤基礎層

リテラシー層

図 ユーザ主導開発のための人材育成

参考︓AI戦略（人材育成関連）
https://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihui043/siryo1.pdf

市⺠開発者初級（大学事業部門職員）
・ノーコード・ローコードツールを⽤いて業務が
効率化できる

市⺠開発者中級（大学事業部門職員）
・ノーコード・ローコードツールを⽤いて業務課題
が解決できる

情報部門（技術系）
・パッケージなど情報技術全般を理解し，それを
システム構築に活かすことができる

例︓DXラボ，デジタルONEアンバサダー（⼀部）

例︓デジタルONEアンバサダー

例︓情報部，DX推進研究センター

エキスパート層には，従来のインフラ
運⽤技術とは異なる技術が求められる

プロの開発者と市⺠開発者の
協⼒関係を築く

応⽤基礎層とリテラシー層を育成する
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２. デジタルONEアンバサダー（任命式）
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デジタルONE戦略に基づいて
様々な活動をおこなう
（2023年度は66名）
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アンバサダー向けのハンズオン 3回開催
① ハンズオン（チャットボット) 25名＋オンデマンド視聴
Power Virtual Agentsを使ったチャットボット作成

② ハンズオン（電子申請・決裁) 37名＋オンデマンド視聴
PowerAutomate を⽤いた電子決裁システムの作成

③ ハンズオン(RPA) 16名
PowerAutomate for Desktopを⽤いた業務の自動化

１年間の実績として、105件の内製開発事例
ハンズオンの内容に基づく事例が多かったが、
中には、PowerBIを⽤いたデータの可視化の例も有り

２. デジタルONEアンバサダー（ハンズオン）
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２. デジタルONEアンバサダー（報告会）
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事例共有を目的として
活動報告会を開催
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２. デジタルONEアンバサダー（事例①）
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２. デジタルONEアンバサダー（事例②）
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17データを分析するだけでなく，具体的なアクションに繋げて経営を効率化

２. デジタルONEアンバサダー（事例③）
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３. KadaiDXブートキャンプ

18
リテラシー層から発展して、応⽤基礎層レベルの開発スキルの向上を

目的にDXラボとアンバサダーからメンバーを選出・実施
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３. KadaiDXブートキャンプ

19
図 学⽣が開発した

システム（AIオカン）
３日間で、51システムを開発︕

図 Kadai DXブートキャンプ
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4. まとめ
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①大学におけるDX推進に向けて、単なるデジタル化ではない
学術的な取り組みを実施
→DXラボを中心にデザイン思考に基づいた取り組み

②アンバサダー制度による自発的な活動を展開
→自ら業務を変革していく「職員の⽂化を変える」取り組み

③スタート時には、リテラシー層や応⽤基礎層の人材が重要
→アンバサダー制度やブートキャンプによる人材育成
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KadaiDXシンポジウム2023 開催

21
6月30日（⾦）、DX推進にむけて、シンポジウムを開催します︕

https://forms.office.co

m/r/aHxQPbbtRY


